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平 成 21 年 度  決 算 

新しい地方公会計制度に基づく 

◎ 「平成21年度決算」・「財務諸表」の詳しい情報は、 
市民図書館および市役所本庁情報公開室の平成21 

　 市の純資産（資産から負債を引いた残り）が平成21年 
度中にどのように増減したかを明らかにするものです。 
総額としての純資産の変動に加え、それがどのような財 
源や原因で増減したかの情報を表示します。 

現金の流れを示すものです。その収支を性質に応じて 
区分して表示することで、市がどのような活動に資金を 

行政コスト計算書 純資産変動計算書 

分担金・負担金・寄附金、保険料、事業収益等の収入を 
示すものです。経常行政コスト合計から経常収益合計を 
差し引いたものが当該年度の純経常行政コストとなりま 
す。 

その他の投資等 

小計 １１２億８，５５３万１千円 

１２億６５３万７千円 

投 
資 
等 

未収金 ２億７，２３０万６千円 

現金預金 

投資及び出資金 

貸付金 

流 
動 
資 
産 

１，３５６億３，０３０万９千円 

負債合計 

（支払が済んでいる額） 

３７億４，２８６万３千円 

９７４億４，５６４万６千円 

負債および純資産合計 １，３５６億３，０３０万９千円 

小計 ４０億１，５１６万９千円 

３８億３，１９１万４千円 

資産合計 

（これまで積み上げてきた資産） 

３８億７，７０４万３千円 

小計 ３４３億５，２７４万９千円 

３０３億５，７３２万４千円 地方債 

長期未払金 １億１，８３８万２千円 

公 
共 
資 
産 

売却可能資産 

資金収支計算書 

３８１億８，４６６万３千円 

流 
動 
負 
債 

純資産の部 

賞与引当金 １億９，２９６万１千円 

小計 

純資産合計 

　 貸借対照表は、会計年度末時点において市の資産と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってきたか 
を一目で分かるようにしたものです。左側に資産を表示し、右側に負債および資産の差額である純資産を計上してい 
ます。 

借方 貸方 

資産の部 負債の部 

（平成２２年３月３１日現在） 

４つの「財務諸表」を公表します 
公会計制度改革による財務４表整備の概要 
　 公会計制度改革とは、現金主義・単式簿記を特徴とする現在の地方自治体の会計制度に対して、発生主義・複式簿 
記などの企業会計手法を導入しようとする取り組みです。本市では、「総務省方式改訂モデル」に基づき平成21年度 
決算による財務諸表および連結財務諸表を作成しました。 
　 ここでは、普通会計の貸借対照表を掲載しています。 

翌年度償還予定地方債 ３５億９，８１０万１千円 

３，６４６万２千円 

貸借対照表 

（今後支払うべき額） 

１，２０２億９，３１４万７千円 有形固定資産 

４，０８５万２千円 未払金 

小計 １，２０３億２，９６０万９千円 退職手当引当金 

基金等 

２５億３４４万２千円 

６億６，４４６万４千円 

６９億１，１０８万８千円 

●問い合わせ先 　　 企画財政課 

年度決算認定資料または市公式ホームページ（行 
政情報→予算・決算・財政）で見ることができます。 
 

必要としているのかを表示します。 

 

 

市の経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料、 

固
定
負
債
 




